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　「
オ
ー
イ
煙
草
！
」。
車
道
を
挟
み
、
反
対
側
の
歩
道

で
小
売
商
い
を
し
て
い
る
女
性
に
対
し
て
、
筆
者
側
に

い
る
路
上
喫
茶
店
の
女
性
店
主
が
呼
び
か
け
た
。
客
が

一
服
所
望
し
た
の
だ
。
す
ぐ
近
く
に
横
断
歩
道
が
あ
る
。

向
こ
う
側
の
女
性
は
歩
い
て
こ
ち
ら
に
渡
っ
て
く
る
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
る
と
、
や
お
ら
右
腕
を
空
に
向
か
っ

て
突
き
上
げ
た
。「
え
？
」。
同
女
性
は
腕
を
思
い
切
り

振
り
下
ろ
し
た
。
見
事
な
オ
ー
バ
ー
ス
ロ
ー
。
煙
草
の

箱
は
車
道
に
広
が
る
多
く
の
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転

車
の
頭
上
を
越
え
て
、
無
事
に
こ
ち
ら
に
着
地
し
た
。

　
暑
さ
の
続
く
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
中
心
街
に
位
置
す
る
こ

の
現
場
か
ら
同
じ
リ
ー
・
ト
ゥ
・
チ
ョ
ン
通
り
を
一
分

ほ
ど
歩
い
た
所
に
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
博
物
館
は
あ
る
。

同
博
物
館
前
の
歩
道
で
は
、
朝
方
よ
く
目
が
不
自
由
な

男
性
と
そ
の
母
親
と
思
し
き
女
性
が
車
道
近
く
に
立
ち
、

男
性
が
片
方
の
鼻
の
穴
で
笛
を
吹
き
、
そ
の
隣
り
で
女

性
が
宝
く
じ
を
売
っ
て
い
た
。
ま
た
、
果
物
売
り
の
女

性
が
自
転
車
で
や
っ
て
来
て
、
各
種
車
両
の
運
転
手
た

ち
を
目
当
て
に
道
路
脇
で
商
い
を
し
た
り
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
筆
者
が
二
〇
一
四
年
三
月
末
か
ら
一
年
間

滞
在
し
た
折
り
に
見
た
同
博
物
館
の
周
辺
は
、
ど
こ
か

庶
民
的
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

　
ち
な
み
に
筆
者
の
通
勤
経
路
に
は
博
物
館
が
い
く
つ

か
点
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
帰
り
道
。
リ
ー
・
ト
ゥ
・

チ
ョ
ン
通
り
を
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
博
物
館
の
方
向
に
進
み
、

左
手
に
同
博
物
館
を
見
な
が
ら
右
折
し
て
パ
ス
タ
ー

（
パ
ス
ツ
ー
ル
）
通
り
に
入
る
。
同
通
り
を
ま
っ
す
ぐ

歩
き
、
ナ
ム
キ
ー
・
ホ
イ
・
ギ
ア
（
南
圻
蜂
起
）
通
り

に
面
す
る
統
一
会
堂
（
元
ベ
ト
ナ
ム
共
和
国
独
立
宮

殿
）
を
左
手
に
見
な
が
ら
そ
の
ま
ま
進
む
と
、
ヴ
ォ

ー
・
ヴ
ァ
ン
・
タ
ン
通
り
に
出
る
。
左
折
し
て
道
な
り

に
歩
い
て
い
く
と
、
右
手
に
戦
争
証
跡
博
物
館
が
見
え

て
く
る
…
…
と
い
う
よ
う
な
具
合
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
中
で
最
も
身
近
だ
っ
た
の
は
仕
事
場
に
程
近
い

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
博
物
館
。
と
は
い
え
、
同
博
物
館
の
当

地
に
関
わ
る
自
然
、
地
理
、
文
化
、
芸
術
、
歴
史
な
ど

の
展
示
に
特
別
な
関
心
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
そ
ん
な
不
謹
慎
な
筆
者
が
、
同
博
物
館
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
掲
載
の
諸
資
料
を
読
み
、
同
博
物
館
の
建
物
（
以

下
、「
建
物
」
と
記
す
）
の
数
奇
と
も
い
え
る
歴
史
の

一
端
を
知
っ
た
の
は
、
随
分
後
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と

だ
っ
た
。
以
下
、
同
資
料
を
含
む
い
く
つ
か
の
現
地
資

料
に
依
拠
し
な
が
ら
、
そ
の
歴
史
を
少
し
概
観
し
た
い
。

　
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
博
物
館
の
「
建
物
」
は
、
フ
ラ
ン
ス

の
イ
ン
ド
シ
ナ
植
民
地
支
配
が
強
ま
る
一
八
八
五
～
九

〇
年
に
内
地
の
産
物
を
展
示
す
る
商
業
博
物
館
と
し
て

建
設
さ
れ
た
。
だ
が
、
竣
工
後
に
は
仏
南
圻
総
督
邸
と

さ
れ
る
な
ど
、
政
治
的
に
用
い
ら
れ
る
。

　
一
九
四
〇
年
九
月
の
北
部
仏
印
進
駐
、
一
九
四
一
年

七
月
の
南
部
仏
印
進
駐
を
経
て
、
一
九
四
五
年
三
月
九

日
に
「
明
号
作
戦
」
発
動
に
よ
る
仏
印
武
力
処
理
を
行

っ
た
日
本
も
、
同
作
戦
発
動
後
、
こ
の
「
建
物
」
の
主

と
な
っ
た
。
そ
し
て
同
年
七
月
、
日
本
軍
庇
護
の
下
、

グ
エ
ン
朝
の
バ
オ
ダ
イ
帝
に
よ
り
首
相
に
指
名
さ
れ
た

チ
ャ
ン
・
チ
ョ
ン
・
キ
ム
政
権
に
引
き
渡
さ
れ
る
。
同

年
八
月
、「
日
本
軍
、
連
合
国
に
降
伏
」
と
の
情
報
を

受
け
て
、
イ
ン
ド
シ
ナ
共
産
党
の
指
導
下
に
ベ
ト
ミ
ン

が
蜂
起
す
る
八
月
革
命
が
起
き
、「
建
物
」
も
接
収
さ

れ
て
、
南
部
暫
定
行
政
委
員
会
、
後
に
南
部
人
民
委
員

会
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
そ
の
後
ポ
ツ
ダ
ム
協
定
に
基

づ
き
、
北
緯
一
六
度
線
を
境
に
ベ
ト
ナ
ム
は
南
北
に
分

断
さ
れ
、
一
六
度
線
以
北
に
は
中
国
国
民
党
政
府
軍
、

以
南
に
は
イ
ギ
リ
ス
軍
が
進
駐
す
る
。
こ
れ
に
と
も
な

い
、「
建
物
」
は
同
年
九
月
一
〇
日
に
イ
ギ
リ
ス
に
引

き
渡
さ
れ
る
。
し
か
し
、
九
月
下
旬
、
イ
ギ
リ
ス
の
支

持
を
受
け
た
フ
ラ
ン
ス
が
再
侵
略
を
開
始
す
る
。
フ
ラ

ン
ス
は
一
九
四
六
年
三
月
六
日
に
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和

国
側
と
予
備
協
定
を
結
ぶ
一
方
で
、
南
部
に
コ
ー
チ
シ

ナ
共
和
国
を
樹
立
し
、
同
政
府
の
居
所
と
し
て
「
建

物
」
を
使
用
す
る
。
同
国
は
、
一
九
四
九
年
六
月
に
フ

ラ
ン
ス
の
後
押
し
を
受
け
て
形
式
的
に
ベ
ト
ナ
ム
全
土

を
統
一
し
た
ベ
ト
ナ
ム
国
に
併
合
さ
れ
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
国
元
首
に
就
任
し
た
バ
オ
ダ
イ
か
ら
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
会
議
期
間
中
の
一
九
五
四
年
七
月
に
組
閣
を
要

請
さ
れ
た
ゴ
ー
・
デ
ィ
ン
・
ジ
エ
ム
は
、
一
九
五
五
年

四
月
に
バ
オ
ダ
イ
に
引
退
を
求
め
、
六
月
に
は
元
首
に

就
任
し
た
。
さ
ら
に
同
年
一
〇
月
に
は
共
和
制
か
王
政

か
の
民
意
を
問
う
国
民
投
票
を
実
施
し
、
圧
倒
的
な
支

持
を
得
て
ベ
ト
ナ
ム
共
和
国
を
発
足
さ
せ
、
初
代
大
統

領
に
就
任
す
る
。
こ
の
間
、「
建
物
」
は
国
賓
用
施
設

な
ど
重
要
施
設
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

　
一
九
六
二
年
二
月
二
七
日
に
独
立
宮
殿
が
空
爆
被
害

を
受
け
、「
建
物
」
は
大
統
領
府
と
し
て
使
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
一
九
六
二
年
五
月
か
ら
一
九
六
三
年
一

〇
月
に
か
け
て
「
建
物
」
で
は
地
下
秘
密
施
設
の
建
設

工
事
が
行
わ
れ
、
ジ
エ
ム
大
統
領
ら
は
ク
ー
デ
タ
ー
で

命
を
落
と
す
一
九
六
三
年
一
一
月
二
日
の
前
日
、
一
時

同
施
設
に
避
難
し
て
い
る
。

　
独
立
宮
殿
の
再
築
後
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
共
和
国
の
最

高
裁
判
所
と
し
て
「
建
物
」
は
使
用
さ
れ
た
。
一
九
七

五
年
四
月
三
〇
日
に
サ
イ
ゴ
ン
が
陥
落
し
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
が
終
わ
る
。
翌
年
に
は
現
体
制
が
形
づ
く
ら
れ
、

ほ
ど
な
く
「
建
物
」
は
博
物
館
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。
一
九
七
八
年
八
月
一
二
日
に
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
革
命
博
物
館
と
さ
れ
、
一
九
九
九
年
一
二
月
一

三
日
に
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
博
物
館
と
改
称
さ
れ
て
、
現

在
に
至
る
。

　
今
で
は
館
内
に
入
る
と
、
新
婚
カ
ッ
プ
ル
が
記
念
撮

影
を
し
て
い
る
こ
と
も
。
諸
行
無
常
。「
建
物
」
は
ベ

ト
ナ
ム
の
人
々
の
歩
み
を
静
か
に
見
つ
め
て
い
る
。
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